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▲圃場や時期に応じた薬剤使用を話す担当者

　

稲
作
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
は
10

月
28
日
と
29
日
の
両
日
、
平
成
26
年
用
肥
料
・
農
薬

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

28
日
は
今
年
の
稲
作
概
況
と
し
て
異
常
気
象
対
策
が

説
明
さ
れ
、
省
力
化
栽
培
と
し
て
基
肥
一
発
型
肥
料
の

利
点
等
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
29
日
は
米
品
質
向
上

に
む
け
土
壌
改
良
剤
の
重
要
性
が
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、

近
年
多
発
し
て
い
る「
フ

タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ
（
ア
オ

ム
シ
）」
や
「
イ
ネ
ヒ
メ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
」
に
対

応
し
た
農
薬
、
カ
メ
ム

シ
対
策
と
し
て
ノ
ビ
エ

等
の
除
草
剤
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
２
日
間
で

約
２
０
０
名
が
参
加
し
、

来
年
度
の
栽
培
へ
向
け

て
知
識
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

メーカーやＪＡが、薬剤の適正使用を説明

栽培技術の向上を目指し、肥料・農薬研修会を開催

　

青
年
部
で
は
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
、
小
学
校
児

童
を
対
象
に
稲
刈
り
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
を
体
験

し
て
、「
食
と
農
」
の
大
切
を
実
感
し
て
も
ら
お
う
と
、

10
年
以
上
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
10
月
11
日
に
は

向
能
代
小
学
校
５
年
生
が
、
大
き
く
生
長
し
た
稲
に
驚

き
な
が
ら
丁
寧
に
収
穫
し
、
収
穫
米
は
同
校
の
『
究
極

の
お
に
ぎ
り
作
り
』
に

利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た

10
月
18
日
に
は
二
ツ
井

小
学
校
５
年
生
が
、
黄

金
色
に
染
ま
っ
た
圃
場

で
元
気
に
刈
り
取
り
を

行
い
、
同
校
で
は
収
穫

米
を
使
っ
て
、
女
性
部

協
力
の
も
と
『
巻
き
寿

司
づ
く
り
』
を
実
施
し

ま
す
。 収穫体験を通じて、食と農のつながりを実感

▲一株一株丁寧に刈り取りを行う児童たち

　
Ｊ
Ａ
畜
産
部
会
（
小

森
鉄
雄
部
会
長
）
は
10

月
23
日
、
第
13
回
子
牛

品
評
会
を
大
野
岱
放
牧

場
で
開
催
し
、
農
家
に

よ
っ
て
大
切
に
育
て
ら

れ
た
子
牛
19
頭
が
優
劣

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

県
北
部
家
畜
保
健
衛

生
所
職
員
な
ど
４
名
が
、

肩
・
腰
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

や
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
審
査
し
た
結
果
、
雌
の
部
門
で
桂
田
安
太
郎
さ
ん

（
藤
里
町
清
水
岱
）
の
「
あ
つ
や
す
さ
く
ら
」
が
優
等

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
去
勢
部
門
で
は
、
小
山
吉
一

さ
ん
（
藤
里
町
上
矢
地
）
の
「
北
国
」
が
壱
等
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
「
全
体
的
に
体
つ
き
が
し
っ

か
り
し
て
お
り
、
今
後
の
成
長
が
楽
し
み
。」
と
期
待

を
伺
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

飼養技術向上を目的に、子牛品評会を開催

桂田安太郎さんの子牛が、みごと優等賞に輝く

▲特産品の白神和牛ブランド強化を図る

青年部が管内の小学校を対象に、稲刈り体験を実施
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